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ソフトウェアのオンデマンド型利用で急速な進化を見せる 

国内ＳａａＳ（ＡＳＰ）ビジネス市場を調査 
－２０１２年市場予測－ 

ＳａａＳ（ＡＳＰ）サービス ２,１９４億円（０７年度比２１４％）オンデマンド利用進展 

ＣＲＭ            ３４０億円（０７年度比４２０％）携帯統合キラーシステム化 

グループウェア        １０６億円（０７年度比３６６％）プラットフォームとして進化 

 

マーケティング＆コンサルテーションの株式会社富士キメラ総研（東京都中央区日本橋小伝馬町 社長 田

中 一志 03-3664-5841）は、ＳａａＳ（ＡＳＰ）関連市場の参入企業６７社の戦略、ビジネスモデルを調査

して、市場動向を明確化し、ＳａａＳ（ＡＳＰ）ビジネス市場の将来を予測した。その結果を報告書「２０

０８ ＡＳＰ・ＳａａＳ関連企業総調査」にまとめた。 

 

＜ＳａａＳ（ＡＳＰ）サービス市場と注目されるサービス品目＞ 

目まぐるしく変化するビジネス環境に対応するため、企業のＩＴシステムは業務の効率化・コスト削減を

目的として、「所有」から「利用」へと変化している。使用する「ソフトウェア」もインハウス型からアウト

ソーシング型、さらにはオンデマンド型へとシフトしつつあり、このサービスも従来のＡＳＰ（Software の

期間貸し）から進化したＳａａＳ（Software as a Service）に注目が高まっている。 
２００７年度では、対象９品目（ＥＲＰ、財務・会計、ＣＲＭ、ＣＴＩ、グループウェア、Ｗｅｂ会

議システム、ブログ／ＳＮＳ，ｅラーニング、ウイルス対策）のＳａａＳ（ＡＳＰ）サービスは、各品目
のパッケージソフトやシステムなどインハウス型の既存市場と合わせた市場の９.０％を占める規模とな
っている。「所有」から「利用」への移行が進む中で、ＳａａＳ（ＡＳＰ）サービスの利用が拡大して、１
２年度には２１.０％まで普及すると予測する。 
●ＣＲＭ（Customer Relationship Management） 

０８年度見込み１２３億円（前年度比１５１.９％） １２年度予測３４０億円（０７年度比４１９.８％） 

商品の売買から保守サービス、問い合わせやクレーム対応まで企業内の各部門で生成される顧客情報を一

元管理し、製品開発、マーケティング、顧客対応能力の改善などに活用するシステムである。顧客のニーズ

に迅速かつ詳細に対応し、利便性と満足度を高めて既存ユーザーを囲い込み収益率の向上を図る。ＳＦＡ（営

業支援）やコンタクトセンタ、サービスマネージメント、マーケティングなどの各アプリケーション及びこ

れらを統合して提供できるＣＲＭアプリケーションを提供するＳａａＳ（ＡＳＰ）型サービスである。 

２０００年前後に各社のサービスが提供されはじめ、現在各サービスの機能強化により領域が拡大し、統

合ＣＲＭとして機能充実が進んでいる。近年、部門利用でのＳＦＡを全社基盤のＣＲＭとして刷新する大規

模企業の動きや、中堅中小企業でのＣＲＭの広がりによって、市場は拡大傾向にある。 

この市場ではワールドワイドで圧倒的なユーザー数を誇るセールスフォース･ドットコム（０８年度国内見

込５８億円、前年度比１６６％）が市場を牽引している。国内大規模利用の事例増加とともに認知度が増し、

新規ユーザーの獲得に繋がっている。 

各社のＣＲＭサービスは、機能的にはコラボレーション機能（グループウェア・ＳＮＳ・文書管理）など

を充実してきており、企業内ＳａａＳアプリケーションプラットフォームとしての位置づけがさらに高まっ

ていくと考えられる。 

また今後、携帯電話・スマートフォンのブラウザに対応したサービス展開がさらに進み、法人モバイル市

場の拡大とともに、キラーアプリケーションとしてさらなるユーザー拡大が期待できる。 

●グループウエア 

０８年度見込３５億円（０７年度比１２０.７％） １２年度予測１０６億円（０７年度比３６５.５％）  

ネットワークを活用した企業や組織内での情報共有を目的とするコミュニケーションシステムである。グ

ループ内ユーザー同士で情報の伝達や共有ができ、業務の効率化を目指す。電子メール、電子掲示板、文書

共有ライブラリ、スケジューラ、ワークフローなどが主な機能である。これら様々な機能が統合されて有機

的に連携しながらユーザーにサービスを提供する。２０００年ごろより、インターネット・イントラネット

の技術向上に伴いＷｅｂブラウザを利用したシステムが主流になり、ＳａａＳ（ＡＳＰ）サービスが開始さ

れた。 

中小企業を中心に徐々に導入が進み、特に企業間での情報共有やプロジェクト単位の短期的な情報共有利

用において、ＳａａＳ（ＡＳＰ）サービスは受け入れられ、市場を拡大している。現在、グループウェアを
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ベースとしてＳａａＳの魅力である各種サービスを連携させて付加価値を高める展開が活発化している。 

パッケージベンダもパッケージ製品の市場で成熟市場となっている電子メール、電子掲示板、スケジュー

ラなどの分野の新たな顧客ニーズを掘り起こすためにＳａａＳ（ＡＳＰ）展開を開始・強化していく傾向が

見受けられる。 
グループウェアは拡張性の高い製品であり、情報系ＳａａＳの中ではＣＲＭに次ぐ規模の市場が見込まれ、

従業員全てが用いるプラットフォームとしての製品特性から市場拡大のポテンシャルも高い。 

 

＜調査結果の概要＞ 

０７年度には市場全体でＳａａＳ（ＡＳＰ）化が進み、１,０７０億円に成長した。 

ＩＴシステムの複雑化、専門ノウハウや技術を身に付けた人材確保の困難、コスト・パフォーマンス意識の

高まりなどから、近年ＩＴアウトソーシングのニーズは徐々に高まっている。これを受けて企業のＩＴ投資

は、システム構築（所有型）からサービス利用（利用型）へシフトしつつある。 

また、現在多くの企業は“新たな法規制への対応”や“セキュリティリスク回避”などＩＴシステムへの課

題に対応するために、多様なソリューションや技術の導入を迫られている。また、年々複雑化するシステム

を使いこなすためには相応のスキルや人的リソースの確保が必要となり、その人材確保の必要性が高まって

いる。 

日本国内の経済環境が徐々に厳しさを増す中、企業は競争力を強化するためにより一層ＩＴ化を推進する必

要に迫られている。しかし経済的に不況感が漂う中でＩＴコストの削減意識も同時に高まっており、費用対

効果の高いＩＴ投資を実現したいと考える企業が増えている。 

ＡＳＰが最初に登場したのは１９９９年頃である。業務に必要なアプリケーションをネットワークで享受で

きるＡＳＰサービスは合理性／経済性の高さから中小企業を中心に普及すると期待された。しかし、当時は

低速なナローバンド回線が中心で、オンラインで業務アプリケーションをスムーズに利用することが難しく、

サービス自体の課題もあって、急速にブームは失速した。 

０５年頃からＡＳＰはＳａａＳとして形を変えて再び注目され始めた。ＡＳＰが登場した当時と比べ、Ｓａ

ａＳサービスの提供環境は大幅に改善され、ネットワーク経由でアプリケーションを利用するＳａａＳ（Ａ

ＳＰ）の利用環境は整ってきている。 

またＳａａＳサービスを前提とした各種アプリケーションが登場し、Ｗｅｂ技術をベースとしてアプリケー

ション間の連携が可能になるなど、個別ユーザーのニーズに応じたアプリケーションの提供が可能となって

いる。 

プラットフォームサービス市場は、０７年度４６億円と立ち上がり始めたばかりの規模であるが、データセ

ンタ事業者、ＳＩｅｒ(System Integrator：情報システム開発を一括して請負う情報通信企業）、通信キャリ

アなどがそれぞれの強みを活かしたプラットフォーム事業を立ち上げ本格的に参入し始めている。現在Ｓａ

ａＳ（ＡＳＰ）事業者向けプラットフォームを展開している各事業者は、実質的なプラットフォーム事業の

立ち上げは今後という状況で、現在はサービス体系化を図るとともにプラットフォーム拡大に向けパートナ

ーとの連携取り組みを進めている。 

プラットフォームの潜在顧客は、既存のＳａａＳ（ＡＳＰ）事業者もしくはＳａａＳ（ＡＳＰ）未参入企業

が対象となり、未参入企業はソフトウェアベンダやＳＩｅｒ、ＩＳＰ（インターネット接続業者）、コンテン

ツプロバイダなど様々な企業が存在する。既存ＳａａＳ（ＡＳＰ）事業者とこうした潜在企業は国内に約４,

０００社あると見られ、プラットフォーム事業における潜在的な市場はかなり大きい。 

モバイル向けアプリケーションの開発は、様々な端末への対応が必要になりＰＣに比べて技術的なハードル

が高い。そのため現状ではモバイルＳａａＳ（ＡＳＰ）アプリケーションを提供している競合事業者は少な

く、参入事業者は順調にサービス拡大を図っている。企業におけるモバイル活用ニーズの高まりを受け、モ

バイル市場へ参入するアプリケーション事業者が増加しており、またプラットフォーム事業者もモバイル向

けアプリケーションの開発環境の提供に取り組んでいることから、今後モバイルＳａａＳ（ＡＳＰ）アプリ

ケーションはさらに拡大すると予測される。 

アプリケーションの拡大により、ユーザーの選択肢が広がり需要拡大が期待される一方、類似サービスの増

加により価格競争に陥る可能性も考えられ、参入事業者は競合サービスとの差別化取り組みが求められる。 

１２年度の全体市場は、２,４２９億円と、０７年度に比べて２.３倍に急成長すると予測する。ＳａａＳ（Ａ

ＳＰ）サービスは、アプリケーションを自由に組み合わせられる環境となり、多様なユーザーのニーズに対

応し、中小企業を含めたオンデマンドソフトウエアの利用が広く浸透すると予測する。 

プラットフォームサービス市場にはＳａａＳ（ＡＳＰ）事業者の参入が増加して市場が拡大、ＰａａＳ

（Platform-as-a-service）の浸透とともに、エンドユーザー向けカスタマイズビジネス及びアクセス端末と

してシンクライアントサービス拡大が予測される。 
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＜調査対象＞ 
１）ＳａａＳ（ＡＳＰ）関連サービス （１）ＳａａＳ（ＡＳＰ） （２）プラットフォームサービス 
２）ＳａａＳ（ＡＳＰ）関連事業者 ６７社 
＜調査期間＞ ２００８年６月～８月 
＜調査方法＞ 
富士キメラ総研専門調査員による参入企業・関連団体などへの直接面接、社内保有データベース、外部関
連情報などの総合分析により実施 

以上 
 
 
 

資料タイトル：「２００８ ＡＳＰ・ＳａａＳ関連企業総調査」 

体   裁 ：Ａ４判   ３３４頁    

価   格 ：９７,０００円（税込み１０１,８５０円） 

ＣＤ－ＲＯＭ付き価格 ：１０７,０００円（税込み１１２,３５０円） 
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